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河
崎
な
つ
は
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
三
代
を
、
女
性
が
人
間
と

し
て
め
ざ
め
独
立
す
る
道
を
追
求
し
て
生
き
抜
い
た
、
近
代
日
本
を

代
表
す
る
女
子
教
育
・
女
性
解
放
運
動
の
指
導
者
で
あ
る
。
終
生
教

育
界
で
活
躍
す
る
一
方
、
女
性
運
動
家
と
し
て
足
跡
を
印
し
、
人
生

の
集
大
成
と
い
え
る
時
期
に
白
梅
学
園
短
期
大
学
に
迎
え
ら
れ
、

「
保
育
の
白
梅
」
の
い
し
ず
え
を
築
い
た
。

川
崎
は
生
涯
を
通
じ
て
、
明
治
以
来
の
権
威
主
義
的
な
教
育
の
矛

盾
に
さ
ら
さ
れ
る
子
ど
も
た
ち
、
封
建
的
な
家
父
長
制
の
も
と
で
差

別
に
耐
え
る
女
性
た
ち
、
資
本
主
義
経
済
の
底
辺
で
苦
し
む
生
活
困

窮
者
た
ち
に
寄
り
添
い
擁
護
す
る
視
点
を
堅
持
し
た
。
こ
う
し
た

「
下
か
ら
の
視
点
」
に
支
え
ら
れ
た
彼
女
の
活
動
と
交
友
は
広
く
、

深
く
、
そ
の
足
跡
を
た
ど
る
時
、
近
代
日
本
の
民
主
化
を
目
指
す
運

動
の
重
要
な
系
譜
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
こ
こ
で
は
主
と
し
て

林
光
著
『
母
親
が
か
わ
れ
ば
社
会
が
か
わ
る
―
河
崎
な
つ
伝
』（
草

土
文
化
、
一
九
七
四
年
）と
『
白
梅
学
園
短
期
大
学
創
立
二
十
五
周

年
記
念
誌
』（
一
九
八
二
年
）に
収
録
さ
れ
て
い
る
河
崎
の
自
伝
的
な

述
懐
と
関
係
者
の
証
言
に
よ
り
な
が
ら
、
彼
女
の
歩
ん
だ
道
の
一
端

に
触
れ
る
と
共
に
、
白
梅
学
園
に
お
け
る
彼
女
の
教
師
像
を
想
い
う

白
梅
学
園
の
先
駆
者
た
ち
⑦

白
梅
学
園
高
等
学
校
教
頭
　
上
木
光
夫

河
崎
な
つ

―
近
代
日
本
の
女
子
教
育
・

女
性
解
放
運
動
の
指
導
者
―

河
崎
な
つ

―
近
代
日
本
の
女
子
教
育
・

女
性
解
放
運
動
の
指
導
者
―
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か
べ
て
み
た
い
。

戦
前
の
略
歴
と
河
崎
な
つ
を
め
ぐ
る
人
々

河
崎
な
つ
は
、
一
八
八
九（
明
治
二
二
）年
、
奈
良
県
五
條
町
で

時
計
商
河
崎
常
三
郎
と
さ
と
の
長
女
と
し
て
生
ま
れ
た
。
家
父
長
的

な
古
い
家
に
育
っ
た
こ
と
、
幼
年
期
に
母
の
死
に
よ
っ
て
里
子
に
出

さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
原
体
験
と
な
っ
た
。
一
九
〇
五（
明
治
三
十
八
）

年
、
奈
良
女
子
師
範
学
校
を
卒
業
、
五
條
尋
常
小
学
校
の
教
師
と
な

る
。
三
年
後
の
一
九
〇
八
年
、
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
に
入
学
、

保
守
的
な
師
範
教
育
に
疑
念
を
抱
き
つ
つ
、
退
学
処
分
に
な
っ
た
学

生
の
救
済
運
動
を
率
先
し
た
り
、
雑
誌
『
青
鞜
』
の
読
者
と
な
り
与

謝
野
晶
子
に
傾
倒
し
た
。

一
九
一
二
年
、
明
治
か
ら
大
正
に
改
元
さ
れ
た
年
、
河
崎
は
女
高

師
を
卒
業
、
北
海
道
小
樽
高
女
の
教
師
と
な
る
。「
時
代
閉
塞
の
現

状
」
に
「
宣
戦
」
し
た
石
川
啄
木
に
共
鳴
。
啄
木
の
詩
や
小
説
、
さ

ら
に
新
聞
記
事
を
教
材
と
し
、
自
由
選
題
の
作
文
や
生
活
記
録
の
指

導
を
通
し
て
、
生
徒
た
ち
に
社
会
の
実
際
を
見
つ
め
さ
せ
、
問
題
の

解
決
に
参
加
す
る
生
き
方
を
つ
か
ま
せ
よ
う
と
し
た
。

小
樽
高
女
在
職
中
に
勃
発
し
た
第
一
次
世
界
大
戦
の
た
だ
な
か
、

一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
、
彼
女
は
再
び
東
京
女
高
師
研
究
科
に
戻

り
作
文
心
理
を
研
究
、
そ
の
か
た
わ
ら
東
京
帝
大
哲
学
科
に
通
い
実

験
心
理
学
を
聴
講
し
た
り
、
貧
民
街
の
子
ど
も
や
生
活
困
窮
者
の
実

態
を
見
て
歩
い
た
。

こ
の
頃
か
ら
与
謝
野
晶
子
と
の
交
流
が
始
ま
る
。
二
人
の
信
頼
関

係
は
深
か
っ
た
。
生
活
に
困
窮
す
る
与
謝
野
に
対
し
、
河
崎
は
『
明

星
』
の
発
行
経
費
を
陰
な
が
ら
援
助
し
て
い
た
事
実
に
も
注
目
し
た

い
。
こ
の
時
期
、
河
崎
は
与
謝
野
を
介
し
て
森
鴎
外
、
芥
川
龍
之
介
、

有
島
武
郎
、
堺
枯
川（
利
彦
）、
大
杉
栄
ら
著
名
な
文
学
者
、
運
動
家

と
も
接
点
を
持
ち
、
人
生
や
社
会
へ
の
認
識
を
深
め
て
い
っ
た
。

米
騒
動
が
日
本
中
を
揺
る
が
せ
た
一
九
一
八
年
、
東
京
女
子
大
が

創
設
さ
れ
、
河
崎
は
国
語（
作
文
）の
教
授
と
な
る
。
ま
た
一
九
二

〇
年
に
は
新
婦
人
協
会
が
結
成
さ
れ
、
与
謝
野
の
紹
介
で
こ
れ
に
参

加
、
平
塚
ら
い
て
う
、
市
川
房
枝
ら
と
知
り
合
う
。
そ
し
て
当
時
の

画
一
的
な
公
教
育
に
疑
念
を
抱
い
た
芸
術
家
、
西
村
伊
作
が
長
女
ア

ヤ
の
た
め
、自
由
と
個
性
を
理
想
と
す
る
学
校
を
創
ろ
う
と
し
た
時
、

こ
れ
に
共
鳴
、
与
謝
野
寛
、
晶
子
夫
妻
、
画
家
の
石
井
柏
亭
ら
と
共

に
そ
の
構
想
、
設
立
準
備
に
協
力
し
た
。
文
化
学
院
と
名
付
け
ら
れ

た
そ
の
私
立
学
校
は
一
九
二
一
年
に
開
校
、
河
崎
も
そ
こ
の
教
師
と

な
っ
た
。
前
後
し
て
成
城
学
園
、
自
由
学
園
、
明
星
学
園
、
児
童
の

村
な
ど
多
く
の
私
立
新
学
校（
そ
の
多
く
は
「
学
校
」
と
名
乗
ら
ず

「
学
園
」「
学
院
」
と
称
し
た
）が
誕
生
し
た
が
、
文
化
学
院
は
文
部

省
令
に
よ
ら
な
い
各
種
学
校
と
し
て
の
認
可
、
男
女
共
学
の
採
用
、

芸
術
教
育
の
重
視
、
教
授
陣
も
前
述
の
人
物
の
ほ
か
山
田
耕
筰
、
有

島
生
馬
、
高
浜
虚
子
ら
著
名
な
文
化
人
が
名
を
連
ね
た
点
で
異
色
で
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あ
っ
た
。
河
崎
は
主
任
を
長
く
務
め
、
一
九
四
一（
昭
和
一
六
）年

ま
で
学
院
の
歴
史
を
担
っ
た
。
暖
か
い
愛
情
を
も
っ
て
生
徒
一
人
ひ

と
り
を
慈
し
む
教
育
を
実
践
し
た
が
故
に
「
学
院
の
お
か
あ
さ
ん
」

と
呼
ば
れ
敬
愛
さ
れ
た
。

河
崎
は
文
化
学
院
在
職
中
、
ロ
シ
ア
飢
饉
救
済
運
動
、
公
娼
廃
止

運
動
、
婦
人
参
政
権
獲
得
運
動
な
ど
で
中
心
的
な
役
割
を
演
じ
た
ほ

か
、
新
興
教
育
運
動
、
無
産
者
託
児
所
運
動
、
生
活
学
校
運
動
な
ど

に
も
協
力
し
た
。
彼
女
が
共
感
を
寄
せ
、
支
援
を
惜
し
ま
な
か
っ
た

こ
れ
ら
の
運
動
は
、
い
ず
れ
も
婦
人
、
子
ど
も
、
労
働
者
と
い
っ
た
、

社
会
に
お
い
て
人
権
の
損
な
わ
れ
や
す
い
立
場
の
人
々
に
向
け
ら
れ

た
も
の
だ
っ
た
。
ま
た
こ
の
時
期
に
公
刊
さ
れ
た
彼
女
の
主
著
『
職

業
婦
人
を
志
す
人
の
た
め
に
』（
一
九
三
二
年
）、『
新
女
性
読
本
』

（
一
九
三
三
年
）、『
明
日
に
生
き
る
女
性
』（
一
九
三
四
年
）の
三
著

は
、
婦
人
が
職
業
を
持
っ
て
経
済
的
に
も
精
神
的
に
も
独
立
し
て
生

き
る
道
を
説
い
た
も
の
だ
っ
た
。

河
崎
は
こ
う
し
た
運
動
に
先
頭
を
切
っ
て
関
与
す
る
一
方
、
池
田

種
生
、
宮
本
百
合
子
、
戸
塚
廉
、
平
田
の
ぶ
ら
著
名
な
運
動
家
、
教

育
者
を
は
じ
め
、
地
下
運
動
に
携
わ
る
名
も
な
き
人
々
を
援
助
し
続

け
た
。
例
え
ば
戦
前
の
教
育
運
動
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
戦
後

の
民
主
教
育
に
と
っ
て
貴
重
な
遺
産
と
な
っ
た
雑
誌
『
生
活
学
校
』

運
動
を
主
宰
し
た
戸
塚
廉
は
、
当
時
を
回
想
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。「
こ
の
大
き
な
運
動
の
か
げ
で
、
う
ま
い
牛
肉
を
食
わ
せ

て
は
げ
ま
し
て
く
れ
た
り
、
運
動
に
つ
い
て
独
創
的
な
示
唆
を
与
え

て
く
れ
た
り
、
と
き
に
は
小
遣
い
を
く
れ
た
り
、
ま
っ
た
く
母
親
の

よ
う
に
見
守
っ
て
く
れ
た
の
が
、
河
崎
先
生
だ
っ
た
ん
で
す
…
。」

な
お
河
崎
が
『
生
活
学
校
』
一
九
三
七
年
四
月
号
に
発
表
し
た
「
女

性
よ
り
男
性
へ
の
希
望
」
と
題
す
る
論
考
は
、
戦
前
に
お
け
る
男
女

同
権
社
会
へ
の
先
駆
的
な
呼
び
か
け
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
保

育
運
動
史
に
足
跡
を
残
し
た
平
田
の
ぶ（
児
童
の
村
元
教
師
）が
創

設
し
た
子
供
の
村
の
支
援
者
に
名
を
連
ね
た
こ
と
も
、
河
崎
の
交
流

の
広
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

河
崎
は
文
化
学
院
在
職
中
も
東
京
女
子
大
、
津
田
英
学
塾
の
教
授

を
兼
任
し
た
が
、
学
生
運
動
に
対
し
て
常
に
学
生
を
理
解
し
擁
護
す

る
姿
勢
を
崩
さ
な
か
っ
た
。
後
に
そ
れ
が
原
因
で
両
大
学
を
去
る
こ

と
に
な
っ
た
と
い
う
。
な
お
こ
の
津
田
英
学
塾
時
代
、
河
崎
は
作
文

教
授
と
し
て
樋
口
愛
子
を
担
当
し
た
。
樋
口
は
戦
後
、
白
梅
学
園
短

大
主
幹（
後
に
学
長
）と
な
り
、
同
学
園
に
河
崎
を
招
い
た
人
物
で

あ
る
。

一
九
四
一（
昭
和
一
六
）年
、
太
平
洋
戦
争
開
始
の
年
、
日
本
が

戦
時
色
一
色
に
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
い
く
中
で
、
文
化
学
院
の
存
立
を

め
ぐ
る
騒
動
が
起
き
、
河
崎
は
学
院
を
去
っ
た
。
そ
の
翌
年
、
深
い

友
情
で
結
ば
れ
た
与
謝
野
晶
子
が
死
亡
し
た
。河
崎
は
そ
の
枕
元
で
、

「
奥
さ
ん
、
私
は
あ
な
た
の
遺
志
を
つ
い
で
必
ず
や
り
ま
す
」
と
語

り
か
け
た
と
い
う
。
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
風
潮
の
中
、
人
間
性
の
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尊
重
を
情
熱
的
に
説
い
た
与
謝
野
の
女
性
論
・
教
育
論
の
精
神
は
、

河
崎
に
受
け
継
が
れ
、心
の
底
に
灯
っ
た
火
の
よ
う
な
意
志
と
し
て
、

国
家
総
動
員
体
制
が
強
化
さ
れ
て
も
消
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

戦
後
の
略
歴
と
白
梅
学
園
へ
の
参
加

戦
後
、
河
崎
は
再
び
全
国
を
活
躍
の
舞
台
と
す
る
。
一
九
四
六
年
、

民
法
改
正
の
た
め
の
司
法
制
度
審
議
会
委
員
と
し
て
家
族
制
度
廃
止

に
貢
献
。
翌
年
、
第
一
回
参
議
院
議
員
選
挙
に
全
国
区
で
当
選（
事

務
局
長
は
池
田
種
生
）。
任
期
の
六
年
間
、
厚
生
委
員
と
し
て
母
と

子
の
問
題
に
集
中
し
て
取
り
組
む
。
一
九
五
二
年
、
長
田
新（
ペ
ス

タ
ロ
ッ
チ
研
究
者
、『
原
爆
の
子
』
の
編
纂
者
）を
会
長
と
し
て
「
日

本
子
ど
も
を
守
る
会
」
が
結
成
さ
れ
る
と
、
河
崎
は
保
育
関
係
、
母

子
関
係
の
権
威
と
し
て
参
加
を
要
請
さ
れ
、
常
任
幹
事
と
な
る
。
一

九
五
五
年
に
は
、
第
一
回
日
本
母
親
大
会
事
務
局
長
、
第
一
回
原
水

爆
禁
止
日
本
協
議
会
議
長
、
日
中
友
好
協
会
理
事
・
副
会
長
、
世
界

平
和
大
会
に
お
け
る
日
本
平
和
委
員
会
代
表
、
世
界
母
親
大
会
日
本

代
表
団
長
な
ど
を
務
め
、
女
性
運
動
や
平
和
運
動
に
新
時
代
を
切
り

開
い
た
。
こ
う
し
た
彼
女
の
功
績
は
前
述
し
た
よ
う
な
戦
前
来
の
広

い
裾
野
を
持
つ
活
動
の
前
史
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
た
。

一
九
五
七
年
、
六
十
八
歳
と
な
り
、
こ
れ
ら
第
一
線
の
運
動
か
ら

距
離
を
置
く
よ
う
に
な
っ
た
河
崎
に
、
教
師
と
し
て
の
最
後
の
舞
台

が
与
え
ら
れ
た
。
津
田
英
学
塾
の
教
え
子
の
樋
口
愛
子
を
主
幹
と
す

る
白
梅
学
園
短
期
大
学
か
ら
招
聘
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
白
梅
学
園
の

前
身
と
な
る
東
京
家
庭
学
園
は
、
樋
口
の
父
、
小
松
謙
助
が
一
九
二

五（
大
正
十
四
）年
に
創
立
し
た
財
団
法
人
社
会
教
育
協
会
を
母
体

と
し
、
戦
時
下
の
一
九
四
二
年
に
創
設
さ
れ
た
。

社
会
教
育
協
会
が
創
設
さ
れ
た
当
時
の
日
本
で
は
、
国
際
的
な
新

教
育
運
動
に
呼
応
し
て
、
最
上
の
教
師
は
母
で
あ
り
最
上
の
学
校
は

家
庭
で
あ
る
と
説
い
た
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
の
思
想
が
広
が
り
、
民
間
教

育
レ
ベ
ル
で
は
母
性
が
教
育
の
原
理
と
し
て
謳
わ
れ
た（
ペ
ス
タ
ロ
ッ

チ
没
後
百
年
に
当
た
る
一
九
二
七
年
前
後
が
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
主
義
の

高
揚
の
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た
）。
同
協
会
は
当
時
と
し
て
は
新
し
い
「
社

会
教
育
」
と
い
う
独
自
の
立
場
か
ら
家
庭
教
育
を
重
視
、
そ
の
未
来

を
担
う
青
年
女
子
の
教
養
教
育
を
方
向
づ
け
る
た
め
東
京
家
庭
学
園

の
創
設
を
計
画
し
た
。
自
由
な
構
想
を
実
現
す
べ
く
あ
え
て
文
部
省

令
に
よ
ら
な
い
各
種
学
校
と
し
て
認
可
を
受
け
た
と
こ
ろ
に
も
、
設

立
の
時
期
こ
そ
違
え
、
前
述
し
た
文
化
学
院
と
同
じ
く
大
正
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
の
潮
流
に
根
を
下
ろ
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

同
学
園
は
戦
争
末
期
の
一
時
閉
鎖
を
経
て
戦
後
に
復
興
、
白
梅
保

母
学
園
、
さ
ら
に
白
梅
学
園
保
育
科
へ
の
名
称
変
更
後
、
一
九
五
七

年
、
白
梅
学
園
短
期
大
学
保
育
科
と
し
て
発
足
し
た
。
建
学
の
理
念

は
、
そ
の
前
史
を
反
映
し
て
、
人
間
を
愛
し
、
人
間
の
価
値
の
最
高

度
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
お
河
崎
は
樋
口
の
両
親
、

小
松
夫
妻
と
も
親
交
が
あ
り
社
会
教
育
協
会
の
評
議
員
を
務
め
て
も
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い
た
。
河
崎
の
歩
み
と
興
味
深
く
交
錯
し
、
重
な
り
合
う
よ
う
な
歴

史
を
有
す
る
白
梅
学
園
に
招
か
れ
、
最
後
の
教
育
実
践
の
舞
台
を
持

ち
得
た
こ
と
は
、
河
崎
に
と
っ
て
も
感
慨
深
い
こ
と
で
あ
っ
た
と
推

察
さ
れ
る
。

白
梅
学
園
短
大
で
は
設
立
と
同
時
に
独
自
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
開
設

し
た
。
そ
れ
は
一
・
二
年
生
を
合
併
し
、
教
員
の
指
導
を
受
け
た
上

級
生
の
研
究
テ
ー
マ
に
下
級
生
を
組
み
込
ん
で
、
年
々
研
究
を
積
み

上
げ
る
利
点
を
有
す
る
も
の
だ
っ
た
。
指
導
教
員
は
河
崎
の
ほ
か
石

山
脩
平
、田
中
寛
一
ら
学
界
そ
の
他
に
著
名
な
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。

河
崎
は
「
児
童
福
祉
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
を
担
当
。「
ス
ラ
ム
街
の
子
ど

も
」
を
テ
ー
マ
に
絞
る
が
、
そ
こ
に
は
ま
さ
に
河
崎
の
来
歴
が
反
映

し
て
い
よ
う
。
河
崎
は
高
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
自
ら
学
生
の
先
頭
に

立
っ
て
実
地
調
査
を
進
め
た
。
そ
の
過
程
で
ス
ラ
ム
街
の
子
ど
も
と

他
の
地
域
の
子
ど
も
の
作
文
を
比
較
し
、
前
者
の
文
章
に
は
「
僕
」

や
「
私
」
と
い
う
一
人
称
が
著
し
く
少
な
い
こ
と
が
判
明
、
討
論
の

結
果
、「
環
境
の
影
響
に
よ
る
自
我
意
識
の
発
達
の
お
く
れ
」
と
い

う
推
論
を
導
い
た
。
こ
の
テ
ー
マ
は
年
々
引
き
継
が
れ
、
学
生
に
広

い
社
会
的
視
野
と
深
い
問
題
意
識
を
養
わ
せ
て
い
っ
た
。

河
崎
は
一
通
り
で
な
い
熱
意
で
学
生
指
導
に
あ
た
り
、
一
九
六
二

年
か
ら
六
六
年
ま
で
の
四
年
間
、
保
育
科
長
と
し
て
学
園
運
営
に
も

尽
力
、
人
生
の
終
末
が
近
づ
き
体
調
が
不
良
と
な
っ
て
も
教
壇
に
立

ち
続
け
た
。
河
崎
の
そ
ば
に
い
て
実
務
を
支
え
続
け
、
保
育
科
長
の

任
を
受
け
継
い
だ
田
中
未
来
は
、
学
生
に
対
す
る
河
崎
の
温
情
主
義

と
も
い
え
る
優
し
さ
を
次
の
よ
う
に
回
想
す
る
。「
学
科
試
験
で
ど

う
し
て
も
落
と
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
よ
う
な
者
で
も
、『
こ
の
子

は
面
接
で
と
て
も
い
い
子
だ
っ
た
。
遠
く
の
田
舎
か
ら
出
て
き
た
ん

だ
か
ら
、
勉
強
は
少
し
ぐ
ら
い
で
き
な
い
だ
ろ
う
が
、
ほ
っ
ぺ
た
を

ま
っ
赤
に
し
て
や
り
た
い
っ
て
い
う
ん
だ
か
ら
感
心
じ
ゃ
な
い
か
、

落
と
し
た
ら
か
わ
い
そ
う
だ
』
っ
て
お
っ
し
ゃ
っ
て
、
先
生
の
お
部

屋
に
行
っ
た
者
は
、
み
ん
な
一
所
懸
命
弁
護
な
さ
る
ん
で
す
。」
こ

の
よ
う
に
河
崎
は
、
自
ら
に
真
っ
す
ぐ
に
向
か
っ
て
く
る
人
間
を
全

身
で
受
け
止
め
て
振
り
払
え
な
い
、
深
い
人
間
愛
を
有
し
て
い
た
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
学
生
は
も
と
よ
り
教
職
員
か
ら
も
絶
大
な
信
頼
を
得

て
い
た
。

河
崎
な
つ
の
生
涯

河
崎
は
、
近
代
日
本
の
女
性
差
別
や
教
育
の
矛
盾
を
体
験
、
直
視

す
る
中
で
、
歴
史
の
流
れ
の
底
流
に
あ
っ
て
苦
難
に
耐
え
る
人
々
に

こ
そ
共
感
を
示
し
、
そ
の
人
々
と
共
に
歩
む
み
ち
の
り
で
、「
人
間

と
し
て
め
ざ
め
、
独
立
す
る
婦
人
を
め
ざ
し
、
社
会
の
実
際
に
ふ
れ

て
問
題
の
解
決
に
参
加
す
る
」
と
い
う
実
践
理
念
を
つ
く
り
あ
げ
て

い
っ
た
。

一
九
六
六（
昭
和
四
一
）年
八
月
、
第
十
二
回
日
本
母
親
大
会
に

河
崎
は
生
涯
の
最
後
を
賭
け
た
。
壇
上
で
の
彼
女
の
挨
拶
は
、
全
国
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の
母
親
に
向
か
っ
て
呼
び
か
け
ら
れ
た
「
母
親
が
か
わ
れ
ば
社
会
が

か
わ
る
」
と
い
う
絶
唱
で
あ
っ
た
。
同
年
十
一
月
十
六
日
、
河
崎
は

七
七
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
十
二
月
一
日
、
東
京
青
山
葬
場
で
、
関

係
し
た
学
校
と
日
本
母
親
大
会
連
絡
会
に
よ
る
河
崎
の
合
同
葬
が
盛

大
に
行
わ
れ
た
。
白
梅
学
園
短
期
大
学
か
ら
は
学
生
も
参
列
し
、
合

唱
を
捧
げ
た
。

現
在
、
白
梅
学
園
理
事
長
室
の
隣
に
あ
る
法
人
応
接
室
は
、
し
ば

し
ば
重
要
な
会
議
に
も
利
用
さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
学
園
の
行
く
末

を
見
守
る
か
の
よ
う
に
、
小
松
謙
助
・
樋
口
愛
子
の
肖
像
（
写
真
）

と
、
河
崎
な
つ
の
辞
世
と
も
い
え
る
晩
年
の
句
を
記
し
た
二
枚
の
色

紙
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
二
枚
の
色
紙
に
は
、
い
ず
れ
も
「
な
つ
女
」

の
署
名
が
あ
り
、
一
枚
に
は
「
山
茶
花
の
は
な
晴
れ
ば
れ
と
百
舌
鳥

し
き
り
」、
も
う
一
枚
に
は
「
霜
枯
れ
の
庭
に
ひ
と
り
や
ひ
な
た
ぼ

こ
」
と
、
な
す
べ
き
こ
と
を
全
て
な
し
と
げ
た
晩
年
の
彼
女
の
穏
や

か
な
、し
か
し
ど
こ
と
な
く
寂
し
げ
な
心
境
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。

管
見
の
限
り
、
こ
の
色
紙
は
、
彼
女
が
生
涯
の
最
後
を
賭
け
た
母
親

大
会
の
財
政
の
一
助
に
な
れ
ば
と
、
病
に
伏
し
が
ち
に
な
っ
た
晩
年

に
詠
ん
だ
句
を
、
自
ら
色
紙
に
書
き
写
し
、
関
係
機
関
・
関
係
者
に

配
っ
た
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。

（
敬
称
略
）
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